
No.３１６７
雄大な山岳風景と岩場鎖場を満喫
上 州 武 尊 山 (2,158m)
実施日 ２０２４年６月１３(木)
天 候 晴れ
リーダー 宮崎 敏男
参加者 宮崎敏男､佐藤聡美､津田和子

計３名
費 用 新幹線東京～上毛高原10,9

80円（割引7,686円）レン
タカー@3,000円

タイム 東京(6:36)上毛高原(7:50)武
尊神社･P＆登山口(8:50∼9:0
0)須原尾根分岐(9:50)手小屋
沢避難小屋(11:20)武尊山(13:
49∼14:27･昼食休憩)手小屋沢
避難小屋(16:04)須原尾根分岐
(16:50)武尊神社(17:30)上毛
高原駅(18:44)東京駅(19:52)
データ 距離12.7km 標高差
1,191m/行動8h57/休憩2h30/
歩行6h27

新幹線の駅から登山口までは車で約4
5分。アクセス便利とはいえここ

は上越山峡の深部。
武尊神社前で今日
の登山の安全を祈
り3人で頭（こうべ）
を垂れる（上の方は
ヤバソウだし・・）
２ kmほど続く林道
はブナの緑に青空
も覗く。林道終点
手前にも駐車場所

あるようだが進入禁止。（今日は
疲れてるし使えたらなー）
須原尾根分岐左折・武尊山に3.6
km、直進すれば剣が峰・2.2km。
左折ピストンが今回の時間的体力
的ベスト。
須原尾根までは根が張り岩が遮
る急登を何とか凌ぎやっと尾根に
達する。
上ノ原登山口からの道と併わせ
たＴ字路を右折、しばらく進むと
左手下方にかまぼこ型の手小屋沢
避難小屋が望めた。
尾根道とはいえ急登厳しく、平
坦な箇所と言えば泥濘が登山路を
ふさぎ登山靴の置き場もない悪路
（だそうだ、幸いここ数日の晴天

で今日はＧＯＯＤ）
4，50分程須原尾根を進むと初め
て景観が開けた。正面に遠くに武
尊山（沖武尊）の大きな山体が現
れ、さらに進めと右手に剣が峰
山（西武尊）の尖峰が望めた。
気分が幾分晴れたが、内心、勝
負（？）はこれからだ…とまだ
現れぬ上部岩場鎖場へ思いを寄
せる。
尾 根 道 が 傾 斜を
増し岩壁に突き当
たるところに異名
：行者ころがしが
はじまる。 5か所
の鎖場は高さ数ｍ
から10数ｍの大岩
段 々 岩 ギ ザ ギ ザ
岩。足を置けると
ころ手でつかめる
ところを探し鎖に頼らず皆うまく
こなしていく。4番目が一番長く
手ごたえあったように思うが、何
より登り切ったところにあるテラ
スからの絶壁と大パノラマは素晴
らしかった。この絶壁に沿ってこ
の鎖場があったのかと思うと思わ
ずお尻むずむず。
最後は開けた稜線と笹原歩き、
ピンクと白桃のシャクナゲが山
頂へと誘（いざな）う。青空と

白 い 雲 が 山
頂 標 識 の 上
に ひ ろ が っ
ていた。
私 の 一 言
武 尊 山 5 連
鎖 、 な か な
か 大 変 で し
た が よ い 経

験 で 楽 し か っ た 。 何 と か ク リ
ア し 石 楠 花 や 桜 の 花 と も 出 逢
え 山 頂 に 立 つ こ と が 出 来 き ま
し た 。 皆 さ ん に 色 々 配 慮 し て
戴 い た お か げ で す 。 佐 藤 聡 美
お 二 人 の お か げ で 頂 上 に 立 て
ま し た （ 貸 切 ） ハ ー ド な 山 で
した楽しかった！
日 本 武 尊 命 ､甲 武 信 州 の 山 か
ら 良 く わ が 山 へ 参 っ た 、 三 人
と も 褒 め て 使 わ す 。 余 も 嬉 し
いぞ。津田和子

（記＆写真・宮崎 敏男）
(写真提供･佐藤聡美／津田和子)


